





Membership Categorization in the Discourse of Victims of Juvenile Crimes : 































































































































、 、 、 、 、 、 、 、 、
たち被害者遺族は、こ
、 、 、 、 、 、 、 、 、
の会の発足時から、自
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、
分たちのことを少年犯罪被害当事者と呼
ぶ
、 、 、 、 、 、 、 、
ことにしました。被害当事者とひと言でいっても，それぞれの家族のつらさや苦しみは、
少しずつ違っています。子どもの最期とのかかわり方もまた、それぞれ違うのです」（少年



































































、 、 、 、 、 、
害者になるということに




































































、 、 、 、 、 、 、
いことをする、あ
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、
んなやつは死刑にしろ、と声があがりますよね。ひるがえって私たちの
事件では、総じて子
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、
どもがやったことじゃないか、許
、 、 、 、 、
してやれと、むごい殺され方をしたの




































、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、
人同等の刑事裁判が開かれた以上、そ
、 、 、 、 、
の少年の
父
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、
親だったり母親だったりそのご家族の将来
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、
を壊す権利は僕にはないと思うんですよね」（後































、 、 、 、 、 、 、 、 、 、
害者や加害者の親は、ひ
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、
たすら謝りつづけるのだろうと思ってました。そやけど違っ
た。人
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、
の大事な子を殺しておいて知らん顔です。いつかは謝罪があるだろうと三年近く待っ
て、それでも謝罪がないから、期限ぎりぎりに民事裁判を起こしました」（少年犯罪被害当































































































 1　2000 年に「犯罪被害者保護関連法」をはじめとする被害者関連法案の制定・改正が行われ，2004 年に
は「犯罪被害者等基本法」が成立した。また，2008 年 7 月には「犯罪被害者等給付金等による犯罪被
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